
平成２６年度 熊本市歯科保健推進協議会における 

第１回検討委員会報告（要旨） 

 

開催日時 平成２６年８月７日（木） １４：００～１６：００ 

場  所 熊本市役所 議会棟 2階 議運・理事会室 

出席委員 ９名（敬称略） 

   宮本 格尚、磯田 圭輔、逢坂 佐惠子、金子 雄一、篠原 正徳、 

髙松 尚史、土屋 裕子、西 恵美、横田 瑞恵  

 

議題１ 小学校におけるフッ化物洗口について 

○事務局よりモデル事業の実施状況や課題、今後のスケジュールについて説明。 

・モデル事業については、庁内での検討委員会をつくり、関係課で検証中。 

・モデル校の教職員と保護者対象にアンケート調査を実施する予定。（９月に予定） 

○県が作成したフッ化物洗口の普及啓発用 DVDの視聴 

 

＜ご意見や質問＞ 

・フッ化物洗口に関する学校現場での負担というものに対してどういう理解、検討

をされているか。モデル校に希望しなかった理由について調査して欲しい。 

・小島小では保護者説明会を実施し、１６８名の児童の内１６３名の希望があった。 

負担感という意味では、区役所とボランティア合わせて１０名以上支援があり、

全く負担感などはない。スムーズに進んでいる理由はボランティアの力が大きい

ため、ボランティアを確保することが一番大事なのではと思っている。 

・熊本市の小中学校の給食後の歯磨きの実施率が低いという原因のひとつは、大規

模校では洗口場が足りないという点があげられると考えられる。 

・高松委員より、健康に関する公的な情報発信サイト「厚生労働省 e－ヘルスネット」

から抜粋した歯磨きとフッ化物洗口の予防効果比較についての説明あり。フッ素

入り歯磨剤を使用しても、フッ化物洗口での予防効果には全然及ばない結果であ

った。 

・ボランティアの具体的な募集方法について 

   →各校区の保護者で就労していない歯科衛生士がおられると思うので、協力して

いただければより強力な体制ができるのではないだろうか。 

・他の自治体のフッ化物洗口の取組み状況が知りたい。導入については学校と PTA 

両方に話をしていただきたい。学校ごとの検討委員会の設置も必要ではないか。 

    →佐賀県は元々全国ワースト１だったが、現在フッ化物洗口を小中学校全校で実 

施しており、全国１むし歯が少ない県となった。フッ化物洗口を実施している地

域はむし歯が少ない上位県となっている。上位にいくためには歯みがき実施率を

上げるだけでは難しくフッ化物洗口に頼らざるを得ない。 
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資料２ 



・平成２６年度学校職員説明会と保護者説明会も最終年度にしては少ないが考えを

聞きたい。 

・歯科医師会としてもフッ化物洗口をそのまま終わらせないと思っている。また、

将来的に向けたモデル事業以外の方も熊本県と同等に進めていかねばならないと

思っている。 

・保育園では半数以上がフッ化物洗口を行っている。保育園で一生懸命実施しても

小学校が実施しなければ、むし歯予防につなげるということは難しいことと思う。 

 

議題２ 障がい児（者）等の歯科診療環境の整備について 

   ○障がい児（者）歯科医療従事者や保護者、支援者を対象とした研修会の報告 

○障がい児（者）を受け入れる歯科診療機関の調査結果について 

         

  ・このような障がい者対応診療所一覧があれば障がいのあるお子さんをお持ちの保

護者は安心して受診できると思う。 

・フッ化物洗口を支援学級でもやっていただき、むし歯になる前の健康な歯でいら

れれば良いと思う。 

  ・熊本大学病院の場合、全身麻酔になるが県内には市民病院もある。これらで受け 

入れることができなければどの病院へ行くべきかといった資料を作っていただけ 

ると良い。 

・対応できる協力医について、将来的には歯科医師会のホームページなどでも情報

提供されると思うが、行政側も情報提供の手段として福祉課の窓口や、福祉のし

おりに掲載するなど、障がいをお持ちのお子さんへ情報提供できるようにしてい

きたいと思っている。 

 

その他のご意見 

 ・歯科保健推進協議会そのものは、この基本計画の実行に対して意見を出すという 

  形をとっている。次の本会議では各ライフステージにおける政策をどう検討また 

は実行しているのかというところを話し合いたい。 

フッ化物洗口は幼児期・学童期・中高生期が対象だろうが中高生期から成人期に

なってくると歯周病検診などの事業内容も入ってくる。高齢期になると、団塊の

世代が一気に高齢化するときの在宅介護の人数の少なさに対して危機感を持って

いる。歯科医師会の方でも今年度から在宅に対する委員会を立ち上げて在宅口腔

ケアについて様々な対応ができればと思っている。行政の方にも各年代に合わせ

た対応、施策を進めていただきたい。 

・今までフッ化物洗口の内容が多かったが、高齢者の在宅介護の話も重要であるの 

で、そのあたりも次回の検討事項に入れていただければと希望している。 


